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南部の木地師 
御領分物産取調書(享保年間)：盛岡市中央公民館蔵 

○ 二子万丁目通 
• 木地るい：湯口、志戸平の二村より出る 塗物るい右同断 

○ 雫石通 
• 御器： 雫石町より出る 

○ 大迫通 
• 漆 ： 内川目村 

○ 福岡通 
• 蝋 ： 惣村より出、御役生蝋五十貫目ほど上納 

• 漆 ： 惣村より出、御役水漆同断 

• 蝋燭： 福岡、一戸町 

• 御器るい： 荒屋、中佐井、大清水の三村より出 

○ 花輪通 
• 椀、木地るい：田山村 



「
通
」
と
は
何
か
？ 

南
部
藩
の
行
政
区
画
で
代
官
の
統
治
区
域

を
「
通
（
と
お
り
）
」
と
称
し
て
い
た
。

代
官
区
は
左
の
三
十
三
区
で
あ
っ
た 

右
の
う
ち
、
一
つ
の
代
官
所
で
、
二
通
を

兼
ね
て
所
管
し
た
も
の
が
あ
り
、
代
官
所

の
数
は
二
十
五
で
あ
っ
た
。 

例
え
ば
、
二
子
と
万
丁
目
は
一
つ
の
代
官

所
で
、
二
子
万
丁
目
通
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。 

： 

木
地
屋
が
い
た
「通
」 
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キナキナ製作にかかわる南部地方の木地師のグループ 

① 安保一家とその弟子筋 
元禄年間に美濃より秋田県鹿角郡安保へ移動して木地業を営み、 
後に浄法寺の荒屋地区に移った。 
享保年間に南部藩より二人扶持を与えられてお抱え木地師となり、盛岡に移住した。 
 

② 志戸平の佐々木一家 
佐々木家は代々花巻城の家老職を務めていたが、南部利直候（１５７６～1632）が
慶長18年に花巻城に入城したあと意見が対立して二子城へまわされた。これを快しと
せず、城を去って志戸平に移った。その初代覚平より志戸平で木地を始めた。 
 

③ 傘ロクロ師 
花巻は京都、岐阜、金沢などの並んで、江戸末期から明治にかけて和傘の産地とし
て知られた。傘のロクロを挽く工人も多くいた。 
 

④ 他産地からの影響や県の産業振興政策によるこけし 
a. 鳴子から来たこけし工人とその影響 
b. 青根で学んだ照井音治 
c. 工業試験場の技師の図案 
d. 業者によるこけし 



前回の補足 
寺沢七郎の聞書  こけし手帖・655参照 

写真をクリックすると寺沢七郎の話を聞くことが出来ます。 
（すこし立ち上がりに時間がかかります） 

http://homepage3.nifty.com/bokujinshi/sanndoshinmei/shichiro.mp3
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花巻城   

二子城   

志戸平   

横川目   

慶長年間 

昭和5年 

佐々木一家の移動経路 

佐々木家は代々花巻城の家老職を
務めていたが、南部利直候（１５７６
～1632）が慶長18年に花巻城に入
城したあと意見が対立して二子城へ
まわされた。これを快よしとせず、城を
去って志戸平に移った。その初代覚
平より志戸平で木地を始めた。 



佐々木覚平 佐々木与始郎 
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志戸平の佐々木一家の作業場と店 
（明治三十九年頃） 

佐
々
木
与
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（
天
保
七
年
ー
大
正
三
年
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佐
々
木
角
次
郎
（
安
政
六
年
ー
明
治
四
十
年
二
月
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佐
々
木
与
始
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（
明
治
十
九
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昭
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十
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五
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明
治
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十
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年
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年
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明
治
三
十
七
年
に
上
根
子
伊
藤
文
次
郎
の
養
子 

佐
々
木
セ
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明
治
四
十
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結
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要
吉
の
こ
け
し
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セ
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描
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始
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前
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古
い
志
戸
平
の
形
態
を
残
し
て
い
る
。 

      

一
方
、
マ
ン
ト
型
の
こ
け
し
な
ど
各
種
工
夫
も 

      

し
た
人
だ
っ
た
と
い
う
。 

 



聞き取りの間違い 
• 與平次 →   與市（与市） 
• 與吉  →   要吉 大正2年36歳没だから年齢はほぼ正しい 
        角次郎の戸籍上の没年齢49歳は一致している 
  センの話はほぼ正確。 



佐々木一家と思われる古作 

佐々木要吉か？ 

天江旧蔵品 らっここれくしょん 

佐々木一家か？ 



志
戸
平 

大
正
6
年
頃 

横
川
目 

昭
和
7
年
頃 

佐
々
木
与
始
郎
の
戦
前
の
こ
け
し 

要
吉
が
工
夫
し
た
と
い
う
マ
ン
ト
型 



明
治
三
十
八
年
十
三
歳
の
夏
か
ら
木
地
を
習
い

始
め
た
。
は
じ
め
は
コ
マ
、
こ
け
し
な
ど
を
挽

い
た
。
角
次
郎
の
弟
の
要
吉
の
こ
け
し
は
見
た

こ
と
が
無
い
の
で
ど
ん
な
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。

私
が
木
地
を
習
い
始
め
た
明
治
三
十
八
年
頃
、

三
越
か
ら
大
量
の
こ
け
し
の
注
文
が
来
て
、 

家
族
で
挽
い
た
。 

大
正
三
年
入
隊
す
る
ま
で
志
戸
平
で
木
地
を
挽

い
た
。
大
正
六
年
兵
役
除
隊
後
一
時
志
戸
平
に

戻
っ
た
が
、
す
ぐ
に
花
巻
に
出
て
ま
ん
じ
ゅ
う

屋
を
始
め
た
。
そ
の
と
き
も
っ
て
来
た
こ
け
し

が
こ
れ
だ
（
前
頁
カ
ラ
ー
写
真 
左
）
。 

佐々木与五郎 
（昭和44年撮影） 

佐
々
木
与
始
郎
の
弟 

与
五
郎 



藤原酉蔵・藤原政五郎 

藤原酉蔵（文久元年糠塚村生まれ） 高橋姓。明治
15年湯本村（五郎城）の藤原千太郎長女チヱと結婚
して婿養子となる。 

ユ
ミ 

酉
蔵 

タ
ケ 

千
太
郎 

庄
作 

佐
兵
衛 

藤
原 

市
太
郎 

チ
ヱ 

政
五
郎 

高
橋 

（
稗
貫
郡
湯
本
村
大
字
湯
本
） 

（
稗
貫
郡
糠
塚
村
） 

木地の系譜は不詳。一説には藤原家は
代々木地屋で養父千太郎より習得、 
また一説には秋田方面で木地を習得 
してきたとも言う。 
夏季に臺温泉で木地を挽いたらしい。 
〈木形子談叢〉で橘文策は「6代前の 
佐兵衛の代からこけしを作っている。」
という聞書を得ている。 
おそらくキナキナのことであろう。 
 
伝酉蔵作が天江コレクションに2本、 
石井眞之助旧蔵に1本ある。 
天江蔵は豊沢にて入手、石井旧蔵は 
〈こけし手帖･69〉に酉蔵として 
紹介されている。 
 

佐
兵
衛 

新
吾 

明
治
36
年
生
ま
れ 

天
保
14
年
生
ま
れ 

文
政
3
年
生
ま
れ 

文
久
元
年
生
ま
れ 



五郎城 

臺 

志戸平 

湯口 

鉛 糠塚 

豊沢 

大沢 



藤
原
酉
蔵
の
こ
け
し 

石
井
眞
之
助
蒐
集
品 

天
江
富
弥
蒐
集
品 



あごの線 

政五郎と同様の 
赤の緑のロクロ模様 

酉蔵こけしの様式 



藤
原
政
五
郎
の
こ
け
し 



高橋寅蔵が 
木地を挽いて 
いた福寿館 
女将 富手ミナ 
 
オヨウ婆さんが 
藤原作兵衛 
（政五郎か？） 
橘文策聞書 
〈教室だより・50〉 

鎌田千代松が川の上に板を渡し
て木地を挽いていたのは、この辺り 
（現 松田屋旅館の裏手） 

大正5年ころの臺温泉地図 



橘
文
策 

聞
書 

〈
教
室
だ
よ
り
・
50
〉 

 
「
臺
の
こ
け
し
」 

 

鎌
田
千
代
松
に
続
い
て
現
れ
た
こ
け
し
は
、
明
治
四
十

年
以
後
で
、
福
寿
館
の
女
将
富
手
ミ
ナ
さ
ん
が
、
臺
温

泉
か
ら
こ
け
し
の
無
く
な
っ
た
の
を
淋
し
が
っ
て
、
挽

物
産
地
と
し
て
名
高
い
宮
城
県
鳴
子
温
泉
か
ら
職
人
を

呼
ん
で
来
て
、
こ
け
し
を
作
ら
せ
て
、
大
正
時
代
に
至

る
ま
で
続
け
た
と
い
う
。 

想
う
に
、
こ
れ
は
鳴
子
の
工
人
高
橋
寅
蔵
が
、
近
郷
鉛

温
泉
か
ら
臺
温
泉
に
移
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
、
明
治
43
年
か
ら
三
年
間
、
臺
温
泉
で
職
人
、
店
出

し
等
を
し
て
い
た
と
い
う
彼
の
経
歴
に
符
合
す
る
。
往

年
の
青
年
工
寅
蔵
は
、
こ
の
地
で
、
腕
に
物
を
言
わ
せ

て
、
野
趣
に
富
ん
だ
、
可
憐
な
こ
け
し
を
多
数
も
の
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

寅
蔵
が
鳴
子
に
引
き
揚
げ
て
か
ら
は
、
オ
ヨ
ウ
婆
さ
ん

（
姓
不
詳
、
宮
城
県
古
川
の
産
だ
っ
た
）
が
、
地
元
の

藤
原
作
兵
衛
を
雇
い
入
れ
て
、
こ
け
し
そ
の
他
の
挽
物

を
製
作
さ
せ
た
、
こ
の
藤
原
は
、
湯
本
村
大
字
二
枚
橋

の
産
で
、
本
業
は
農
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ク
ロ
を
繰
る
こ

と
も
出
来
た
。
藤
原
は
独
立
し
て
、
農
業
の
か
た
わ
ら

木
地
を
挽
き
、
こ
け
し
そ
の
他
を
作
っ
て
は
、
地
元
の

湯
宿
や
土
産
物
屋
な
ど
で
売
り
捌
い
て
い
た
。 
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ユ
ミ 
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千
太
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庄
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市
太
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ヱ 

政
五
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（
稗
貫
郡
湯
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（
稗
貫
郡
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塚
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） 佐

兵
衛 

新
吾 

藤
原
の
家
は
代
々
屋
号
が
「
佐
兵
衛
」
だ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
橘
文
策
聞
書
「
作
兵
衛
」
が
も
し
「
佐
兵
衛
」
の

聞
き
間
違
い
、
あ
る
い
は
臺
の
人
の
記
憶
違
い
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
オ
ヨ
ウ
婆
さ
ん
が
雇
い
入
れ
た
の
は
藤
原
酉
蔵
、

政
五
郎
あ
る
い
は
長
男
佐
兵
衛
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。 
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文
久
元
年
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ま
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③ 傘ロクロ師 
花巻は京都、岐阜、金沢などの並んで、江戸末期から明治にかけて和傘の産地とし
て知られた。傘のロクロを挽く工人も多くいた。 
 

④ 他産地からの影響や県の産業振興政策によるこけし 
a. 鳴子から来たこけし工人とその影響 
b. 青根で学んだ照井音治 
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d. 業者によるこけし 



傘ロクロ 
 

花巻和傘は、亨和年間 （1801年）のころ肥後熊本の武士千葉左近が流浪し
て来て、糊口のため花巻で傘作りの内職をしたのが始まりといわれている。
明治維新後は本職で製作されるようになり、大正８、９年には年間２５万本
ほどを生産される花巻物産の一つとなった。 

五郎城の藤原政五郎や岩谷堂の佐藤七之助は主に傘のロクロを挽いていた。 
明治末期から大正期に花巻近辺に出稼ぎに来ていた工人の多くは傘ロクロを挽いた。
伊藤松三郎も花巻では主に傘ロクロを挽いた。日光今市で傘ロクロの技術を習得した
のが役立ったと言っていた〈鳴子・こけし・工人〉。 
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• 鉛 
⁃ 大沼岩蔵 （明治36年～38年） 
⁃ 鈴木庸吉 （明治39年） 
⁃ 大沼甚四郎・小松留三郎・遊佐養右衛門 （明治40年） 
⁃ 小松五平・伊藤松三郎・高橋万五郎 （明治41年） 
⁃ 高橋寅蔵・大沼万之丞・秋山忠 （明治42～43年） 
⁃ 柴崎丑次郎 （大正6年） 

• 臺 
⁃ 高橋寅蔵 （明治43年～明治45年） 
⁃ 鈴木庸吉 （大正5年）・大沼甚五郎（大正期） 

• 志戸平 
⁃ 伊藤松三郎・高橋寅蔵 （明治40年代） 

• 花巻・盛岡 
⁃ 高橋万五郎・遊佐平治郎・遊佐吉男・遊佐養右衛門・伊藤松三郎・ 

岸正男 （花巻：明治43年～大正2年） 
⁃ 高橋万五郎・遊佐平治郎・遊佐吉男・岸正男 （盛岡：大正2年～8年） 

 
• 西鉛 照井音治 （明末正初） 
• 鉛  照井音治 （大正中期～末期） 弟子：藤井梅吉 
• 花巻 南部木工 照井音治・佐藤文作・佐藤文助・佐藤好秋・ 

        佐藤正吉・佐藤善作 （大正14年） 

花巻近郊で木地を挽いた工人 

鳴
子
系
工
人 

遠
刈
田
系
工
人 
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臺で発見されたこけし 



照井音治 
明治35年青根で小原直治について木地を学んだ。その後諸
国を転々とし、明治末期に西鉛の藤友旅館の職人となり、
大正中期に藤井梅吉に木地を教えた。 



藤井梅吉 
 



佐藤七之助 
 
岩谷堂の出身。15歳の時及川吉三に師事してダライバンに
よる木地挽きを学んだ。 
当初は椀類を主として挽いていたが、のちに和傘のロクロ
部分を簡単に挽ける芦川式傘ロクロ機を静岡から導入し、
花巻の高橋悟郎、八重樫与五郎らと 
協定を結んで傘のロクロの生産を行った。 
 
キナキナは桑で頭を作ったと七之助本人は語っていた。桑
の樹液には薬効があり、子供がしゃぶれば病気知らずと言
われていると語っていた。（盛岡寺沢の話と同じ） 
 
昭和13年頃、岩手県工業試験場技師岡安太郎の図案による
こけしを製作したことがある。 



佐
藤
七
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助
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け
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基
本
模
様
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郎
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案
と
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安保一郎 
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た
。 



橘文策 昭和七年に花巻で入手したこけし 
   業者によるこけしがいくつも混じっている 
   花巻の長寿庵は大正12年に奥野伝次郎により創業。 
         （近江商人でカーテンを扱っていた。震災後、東北の   
   宝塚と期待された花巻で一旗上げようと東京から 
   移り住んだ。） 

〈こけしざんまい〉 



昭和13年ヒトラーユーゲントが花巻温泉に 
来たときに長寿庵がお土産として作らせたこけし。 
木地：煤孫実太郎、描彩：島倉吉 



キナキナ製作にかかわる南部地方の木地師のグループ 

① 安保一家とその弟子筋 
元禄年間に美濃より秋田県鹿角郡安保へ移動して木地業を営み、 
後に浄法寺の荒屋地区に移った。 
享保年間に南部藩より二人扶持を与えられてお抱え木地師となり、盛岡に移住した。 
 

② 志戸平の佐々木一家 
佐々木家は代々花巻城の家老職を務めていたが、南部利直候（１５７６～1632）が
慶長18年に花巻城に入城したあと意見が対立して二子城へまわされた。これを快しと
せず、城を去って志戸平に移った。その初代覚平より志戸平で木地を始めた。 
 

③ 傘ロクロ師 
花巻は京都、岐阜、金沢などの並んで、江戸末期から明治にかけて和傘の産地とし
て知られた。傘のロクロを挽く工人も多くいた。 
 

④ 他産地からの影響や県の産業振興政策によるこけし 
a. 鳴子から来たこけし工人とその影響 
b. 青根で学んだ照井音治 
c. 工業試験場の技師の図案 
d. 業者によるこけし 



キナキナ習俗圏 

志戸平 

鉛 

臺 

花巻 

遠野 

生保内 盛岡 
宮古 

横川目 

水沢 岩谷堂 

檜木内 

大館 

一ノ関 

角館 

この圏内で木地を挽いた工人は、
その木地系統の如何に拘わらず
キナキナを製作した。 

この圏内には、キナキナを必要
とする習俗があった。 



まとめ 

  キナキナからこけしへの進化 
1. キナキナはキナキナ習俗圏であればいかなる種類の木

地師であれ製作した。 
2. キナキナ習俗圏で顔の描彩を行ったり、胴に花模様を

描くようになったのは、花巻近辺の温泉、臺、志戸平、
鉛などである。 

3. おそらく最初に描彩を付したこけしを製作したのは志
戸平の佐々木与市（明治初年か）、臺の鎌田千代松で
あろう（明治10年ころ）。 

4. 厳密に鳴子こけしを写した訳ではないが、鳴子工人の
流入が、こけしへの進化の第二段を促した要因となっ
たであろう。完全な鳴子系の分派にならなかったのは
キナキナから派生した前段階があったからであろう。 

5. こけしへの進化は、湯治場である温泉においてしか起
こらなかった。都市部はキナキナのままにとどまった。 



キナキナからこけしへの第一歩を踏み出したもの 



鉛 臺 

花巻 

遠野 

生保内 
盛岡 

宮古 

横川目 

水沢 岩谷堂 

檜木内 

大館 

一ノ関 

角館 

志戸平 

鳴子 

キナキナからこけしへ 
鳴子の影響は限定的 



南部こけしの世界 

 
完 


